
（別紙３）

～ 令和7年　２月　10日

（対象者数） 19名 （回答者数） 10名

～ 令和7年　２月　10日

（対象者数） 12名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員の質の向上の為に積極的な研修参加

2

・職員同士の事例検討会（具体的な支援方法について）

3

・保護者のニーズや声などに素早い対応

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・長期休みを見込んだ支援の計画を、児発と放デイで打合せ

・利用事業所（保育園）との時間の調整

2

3

○事業所名 児童発達支援センターにこっと

○保護者評価実施期間
令和7年　１月　３１日

○保護者評価有効回答数

令和7年　２月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　２月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・放デイと共有スペースが多く、放デイ長期休み期間の児発の

個室確保、安定した静かな時間の確保ができない

・施設の環境

（児発と放デイの共有部分の使い方）

・チーム支援 ・チーム支援に向けての申し送りノートの活用

・個別支援の充実（人的確保、個室の活用） ・利用者、職員共に視覚支援の工夫

・訪問支援との密な連携

・保護者からの信頼

・保護者に丁寧に寄り添う関わり

事業所における自己評価総括表公表


